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711月 日土 14：00～
16：00

時間

中原市民会館 第 会議室4
JR南武線「武蔵小杉」下車 北改札(南武線口)・東口　徒歩3分
東急東横・目黒線「元住吉駅」下車 南口　徒歩 4 分

311月 日祝 14：00～
16：00

時間

国際交流センター第 会議室2
東急東横・目黒線「元住吉駅」下車徒歩 10 分～12 分

こんな方が参加しています
活動内容を
もっと聞かせて

わたしは
こう思うんだけどな

初心者歓迎！

私も４年前「意見はないけど議員に会ってみたい」
と思い、こういった会に参加しました。
皆様とお会いできるのを楽しみにしております。
もちろん、学生さんも大歓迎です。

市の財政について報告×質問タイムテーマ「川崎市は裕福な街なのか」
市民と をつなぐ会議員報告会

開催

やってくる！！
1年 度がに30

新たな総合計画
市政運営の方向性を定める
層構造になっている3

実施計画
（政策体系別計画・区計画）

基本
構想

基本計画

層目1

層目2

層目3
生命を守り生き生きと
暮らすことができるまちづくり

層構造の

川崎市の財政

例3

災害・危機事象に
備える対策の推進

災害から生命を守る

結局、市民には
わかりづらい !?

うら 面へ

「新たな総合計画」を策定する
ための準備を進めています

　総合計画には、30年を展望した
「基本構想」や10年間を計画期間と
する「基本計画」などが示されてい
ます。
　左図では 3 層目までご紹介させて
いただきましたが、やはり市民の皆
様にはピンとこない部分が多いので
はないかと思います。
　つなぐ会などでお問い合わせの多
い川崎市の財政について、総合計画
より抜粋しご紹介させて頂きます。

川崎市のお財布事情は
どうなっているのか？
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解りやすく
情報をお届け!!
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市有地の有効活用に向けて

川崎市の はお財布事情 どうなっているのか!?

※1

事業残地の活用例:自販機設置のための貸付
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収支不足が解消する見込み減債基金でやりくり

今後の財政収支推計

 川崎市は事業残地という市有地を126件
25330㎡抱えています。(H26年11月時点)　    事業残地とは、事業実施後に残され

た財産管理上、不用となった土地です。
川崎市にはこのような事業残地が多く
残されています。広さや形が活用に向
かない土地などが多く、ご活用頂ける
企業や団体を探すのは容易ではありま
せんが、維持管理のために税金が使わ
れています。1件でも多くの有効活用
に向けて、体制・取組みの強化を求め
てまいります。

平成３１年度に
しっかり黒字化!!

経済変動、震災に備えて
計画的積み立てを!!

30年後の笑顔へ

黒 字

市の情報

減債基金
将来、市債（市の借金）を返済するために
積み立てている貯金のこと

※1
用語の説明

※歳出については、原則として、平成27（2015）年度予算編成の時点で
実施が位置付けられている施策・事業の所要額を計上しています。

川崎行く先

　平成３１年度以降の収支不足解消
の根拠について、市から十分な説明
は行われていません。まずはその根
拠を明確に示すことを市に求めてま
いります。
　また議会では、歳入の確保・無駄
の削減に向けて有効な提案を行って
まいります。

　　　　　総合計画素案の中で、今後の財政収支
推計(下図参照)では平成３０年までは、減債基金
からお金を借りてやりくりするとあります。
　借入は 平成２４年度に６７億円、平成２５年度
に２７億円、平成２６年度に３２億円行っており、
累計は１２６億円となっております。

※一般財源ベース


